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 本稿は、第二次世界大戦下にヴィシー政権がフランス本国国民を対象として行った、植

民地帝国を顕揚するプロパガンダを、政権が存在した全期間を通して検討することで、国

家存亡の危機のなかで国民統合の要として帝国に重要な役割が付与された様相を、具体的

に明らかにしようとするものである。 

 植民地はフランス史研究において長らく周辺化されてきた領域であり、また植民地プロ

パガンダ研究のなかでのヴィシー時代、およびヴィシーのプロパガンダ研究のなかでの植

民地という視角もともに、いまだ本格的には研究されていない。しかし第二次世界大戦中、

フランス国家は専門的な担当部署を政府内に整備しこれを中心として、本国国民の対植民

地関心を高めるための国家事業を大々的に展開した。対独敗北と外国軍隊による国土の分

断占領、国内外の抵抗運動およびその弾圧により、分裂の危機に瀕するフランスを統治す

る、敗北から生まれたヴィシー政権は、フランスの国民統合と植民地帝国とを、国策のな

かで極めて意識的に緊密に結び付けたのである。この時代を対象に、実証的な史料分析に

よって先行研究の間隙を埋めようとする本稿では、これまでの植民地プロパガンダ研究が

主として注目してきた、言説やイメージの側面だけでなく、プロパガンダ政策の決定や、

その実行のために動員される活動資源、情報の流通過程や組織といった問題に、大きな関
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心を払う。用いられる史料は、ヴィシー政権の植民地プロパガンダ担当部署だった、植民

地庁内の植民地経済事務所の公文書が中心となるが、その活動に深くかかわった外部民間

団体や地方自治体・商工会議所などの文書、新聞報道なども参照することによって、時代

の全体像を描き出すことが目指される。 

 

 体制の非民主的性格と戦争とに起因する特殊性が、前時代から連続する要素の上に築か

れたこと、連続性と非連続性のいわば不可分性が、ヴィシーの帝国プロパガンダの基底を

なしていた。前時代より継続しているという帝国の性格こそが、これに対する支配権を持

つ政権の正統性を強めるのであり、帝国プロパガンダに尽力すべき理由であった。この政

権は、19 世紀に起源を持つ組織を整備する形で、帝国の意義を国民に訴えるための機関を

立ち上げ、これを中心とする国家セクターの比重が飛躍的に高まったことが、ヴィシー時

代の帝国プロパガンダの機構的特徴となった。そしてそこでは、祭典の広域的な同時開催

や移動博覧会、帝国「原住民」の展示などが端的に示したように、前世紀以来の植民地プ

ロパガンダの歴史のなかで蓄積された手法や構想を、国家が地方や民間を動員して拡大再

編したという様相が、しばしばみられた。 

 共和主義を否定し人種主義を公認したことは、イデオロギー的基礎の点でのヴィシー政

権の帝国プロパガンダの特徴だった。しかし植民地帝国を建設してきたのは第三共和政で

あり帝国を称えることはその遺産の継承であるということに、ヴィシーは終始口を閉ざし

た。そこでは表面的には、先立つ時代に植民地支配を称揚した論法からの明白な転回は提

示されなかった。ヴィシーは人種論に立脚して、帝国現地ならびにフランス本国で人種隔

離といえる差別政策を実行したが、劣等人種とみなした「原住民」によって主に構成され

る帝国を顕揚するにあたっては、支配者と被支配者の人種的断絶を強調するような表現を

打ち出したわけではなかった。むしろそこでは、フランスと帝国の一体の結び付きが、前

面に押し出され表現されたのである。ヴィシー政権は、史上類のない国家存亡の危機とい

う非連続的な時代状況のなかで、フランスが再生するための政治的・国際的・精神的な基

盤として帝国に改めて目を向け、フランスと帝国の一体性、両者の「共同体」という観念

を、フランスの根幹をなす性質として国民の前に提示した。本国と帝国の一体性は、ヴィ

シー政権の正当性の基盤をなしその帝国政策を基礎付ける命題となり、植民地統治論に止

まらず、本国フランス人向けのプロパガンダ政策においても中枢に位置した。その結果、

一方で肌の色に基づく人種の優劣を唱えていた権力は、各々の人種や階層が役割を与えら
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れ差異を内包する一個の共同体という帝国像を、国民に向けて打ち出した。 

 

 帝国を称える大行事やより日常的な働きかけにおいて、重要な対象としてとり上げられ

た人々の集団という切り口から、帝国プロパガンダの方法や内容を検討する作業が、本稿

の特色のひとつである。体制全体の前衛と位置付けられ帝国プロパガンダの対象としても

最重視された青年層に向けては、一部のエリートが帝国に託し得る希望を通じて、全ての

国民に、帝国とそれを有する政権への、信頼と希望を持たせることが目指され、エリート

と大衆の間で異なる役割期待が示された。しかしこの意図の正確な伝達は容易ではなく、

多人数を組織的・効率的に動員できる学童に焦点が移されていった。植民地行政と教育行

政の連携による学校教育への浸透は、ヴィシー政府の帝国プロパガンダの大きな特色とな

った。女性は、帝国との貿易再開後の消費者予備軍としてもっとも注目されたが、帝国に

対する女子の意外に積極的な関心は、職業的志向を持つ一部の女性によって、数少ない自

己実現の舞台として帝国が捉えられたことを窺せる。 

 帝国への希望に国民を結集しようとする行為の、ドイツのフランス人捕虜収容所での展

開は、将来帰国して国家建設の中核を担うはずの国民を、故郷の同胞と同じ帝国顕揚行事

を通じて体制を支持する国民共同体に組み入れることを目指した。これに対して在仏帝国

「原住民」兵士・労働者への働きかけは、その反仏感情が宗主国政府に脅威を感じさせた

帝国出身者の集団の、フランスへの忠誠を調達するための行為であったが、これが本国国

民向けの帝国プロパガンダと結合した。本国で見ることのできる最も具体的な帝国像であ

る彼らの存在は、フランスと帝国の一体性という命題を最も明確に表現できる場面を演出

した。 

 こうした多岐にわたる活動を、国の末端まで到達させるための組織・人脈網として、「海

洋植民地連盟」という一民間団体が、特筆すべき役割を演じた。その理由として、ドイツ

占領当局の許認可取得、また国家直属のプロパガンダという印象を与えないほうが国民に

受け入れられ易いという配慮、などが推定される。反対者を排除し決定と実行の権限を独

占した体制は、非政府的部門を前面に出し自らは後景に退く形を取ることで自らの意思を

伝えるプロパガンダを継続する、という政策手段を選んだのである。フランス史上でも特

殊に非民主的抑圧的な政府によるプロパガンダでも、受け手および担い手としての国民の

受容あるいは参加の意志との相互作用の上で、成立していた。 
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 ヴィシー政権が帝国支配権を実質的に失って以降にも継続した帝国プロパガンダは、戦

争終結過程への対応として構想・実施された意味で、この戦争の期間という時代のうちで

の新局面に入った。戦争後にも帝国を維持することと、内戦の危機も感じられるほどに分

裂した国論を、この帝国維持という目標を軸に政治的・社会的立場のいかなる断絶をも超

越して一致団結させることが、帝国プロパガンダ政策担当者の意志であった。そこでは帝

国との紐帯を主張するための新しい論理が提示された。それは「自然な」共同体であり、

一時的な政治状況などには左右されない、精神的・歴史的・文化的結合であった。政治的

実態を失った観念のみの結び付きは、しかしまさに現実より強固な永遠不変のものと説明

された。 

 そして、ヴィシー時代の闇からフランスを解き放ち国の統一を回復した新権力は、フラ

ンスの解放に対する帝国の貢献と、水平的な関係下での共存共栄という未来像を示すこと

で、フランスの統治者としての自己と植民地支配の継続とを内外に正当化しようとし、帝

国プロパガンダを行った。それは担当組織や内容の点で、ヴィシー政権の活動と少なから

ず連続し、何よりも、既存の秩序を根本的に破壊してフランスを新生させるという展望の

なかで帝国に重要な位置が与えられることが、共通していた。そこでは、フランスを統治

する権力の正統性を証明すると同時に、国際的な危機に直面したときに国民の大国願望を

満たすことで国論を糾合しようとして提示される帝国という機能が、体制の変動を越えて

一貫していた。自由フランスが常に敵対者を意識したことだけでなく、戦中戦後を通じた

官僚・統治機構内の人的連続性、そして何よりも国民がフランスと帝国の一体性というメ

ッセージをそれまで 4 年間聞き続けていたことは、帝国との共同体が新生フランスの像と

して打ち出され、政治的に実現される、重要な布石だったはずだ。 

 フランスの存続の前代未聞の危機、長期占領の苦悩を引き受けたヴィシー政権は、国民

を自らの下に結集する核として帝国を採用し、帝国と一つの共同体をなすフランスに国民

の意識を同一化させようとして、あらゆる活動資源を動員して帝国を顕揚したのであった。

フランスの危機を救う帝国、帝国との共同体によるフランス再生というヴィジョンを、ヴ

ィシーの帝国プロパガンダが結晶化させ、それは共和国の再興とともに廃棄された国民革

命理念とは異なり、解放の時代に引き継がれていった。 


